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昨
年
５
月
に
、
民
間
研
究
機
関

で
あ
る
『
日
本
創
成
会
議
・
人
口

減
少
問
題
検
討
分
科
会
』
か
ら
、

若
年
女
性
の
東
京
圏
へ
の
転
出
な

ど
に
よ
り
、
２
０
４
０
年
に
は
８

９
６
に
の
ぼ
る
自
治
体
が
消
滅
す

る
（
自
治
体
と
し
て
の
機
能
が
維

持
で
き
な
い
）
可
能
性
が
あ
る
と

発
表
さ
れ
、
国
内
に
衝
撃
が
走
り

ま
し
た
。

　

政
府
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢

化
と
い
う
国
が
直
面
す
る
大
き
な

課
題
に
対
し
、
各
地
域
が
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的
で

持
続
的
な
社
会
を
創
生
す
る
た

め
、『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
』
を
設
置
。
国
民
の
誰
も

が
誇
り
や
将
来
に
夢
や
希
望
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

①
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子

　
育
て
の
希
望
の
実
現

②
東
京
一
極
集
中
の
歯
止
め

③
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域
課

　
題
の
解
決

　

と
い
う
３
つ
の
視
点
を
柱
に
、

地
方
が
主
体
と
な
っ
て
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
を
創
生
す
る
た
め
の

助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
針
を
う
け
、
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
力
あ
る

ま
ち
と
な
る
よ
う
、『
第
４
次
滑

川
市
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
』

お
よ
び
『
滑
川
市
ひ
と
・
ま
ち
・

産
業
（
し
ご
と
）
創
生
総
合
戦
略
』

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
れ
ま
で
に
、
子
ど
も
第

一
主
義
を
掲
げ
、
第
３
子
以
降
の

保
育
料
の
無
料
化
や
、
子
ど
も
図

書
館
の
建
設
な
ど
子
育
て
環
境
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
の
森
公
園
や
、
い

を
の
み
公
園
な
ど
の
整
備
、
食
育

の
推
進
な
ど
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
た
取
り
組
み
も
併
せ
て
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
人
の
力
な
く

し
て
そ
の
実
現
を
図
る
こ
と
は
難

し
く
、
市
の
人
口
を
増
や
す
た
め

の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

２
０
１
４
年
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
た
本
市
の
20
歳
か
ら
39
歳

ま
で
の
若
年
男
女
は
７
１
７
５
人

で
、
２
０
１
０
年
国
勢
調
査
に
お

け
る
同
年
齢
層
の
未
婚
率
（
46
・

９
％
）
が
、
同
水
準
で
推
移
し
た

と
仮
定
す
る
と
、
３
３
６
５
人
が

未
婚
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

先
月
５
日
に
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
全
国
の
人
口
動
態
統
計
に

よ
る
と
、
平
均
初
婚
年
齢
は
男
性

が
31
・
１ 

歳
、
女
性
が
29
・
４ 

歳
で
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
年
齢

を
記
録
し
、
晩
婚
化
の
実
態
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

晩
婚
化
が
進
め
ば
、
一
人
の
女

性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
平

均
数
を
示
す
『
合
計
特
殊
出
生

率
（
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性

の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
も

の
）』
も
低
下
し
ま
す
。

　

人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
合

計
特
殊
出
生
率
が
２
・
07
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
統
計
に
よ

る
昨
年
の
全
国
的
な
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
42
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
合
計
特
殊
出
生

率
が
過
去
最
低
の
１
・
26
を
記
録

し
て
以
降
、
少
し
ず
つ
回
復
し
て

き
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
な
お
、

理
想
と
か
け
離
れ
た
値
と
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
め
ば
、
市
内
の

活
力
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
・
法

人
か
ら
の
税
収
入
が
減
少
す
る
こ

と
と
な
り
、
生
活
水
準
や
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
質
な
ど
が
徐
々
に
低

下
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
地
方
創
生

に
対
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
今
年
度
よ
り
独
身
男
女
の
結

婚
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
ふ
る
さ
と
滑

川
の
未
来
に
つ
い
て
、
行
政
だ
け

の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な

く
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
人

口
減
少
問
題
に
対
し
、
真
剣
に
考

え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

男　性 女　性
平成 22 年
平成 23 年
平成 24 年
平成 25 年
平成 26 年

30.5 歳
30.7 歳
30.8 歳
30.9 歳
31.1 歳

28.8 歳
29.0 歳
29.2 歳
29.3 歳
29.4 歳

表１ 平均初婚年齢の年次推移

年　齢
合計特殊出生率

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年
　 総　数
15 ～ 19 歳
20 ～ 24 歳
25 ～ 29 歳
30 ～ 34 歳
35 ～ 39 歳
40 ～ 44 歳
45 ～ 49 歳

1.39
  0.0227
  0.1710
  0.4349
  0.4836
  0.2390
  0.0408
  0.0011

1.41
  0.0219
  0.1607
  0.4325
  0.4916
  0.2525
  0.0448
  0.0012

1.43
  0.0221
  0.1555
  0.4298
  0.5016
  0.2677
  0.0486
  0.0013

1.42
  0.0224
  0.1487
  0.4204
  0.5033
  0.2747
  0.0516
  0.0014

表２ 合計特殊出生率の年次推移（年齢階級別内訳）

※表１・２　厚生労働省：平成 26 年人口動態統計月報年計（概数）の概況より

Think about the future!
　　～未来を見つめ踏みだそう～


